
（様式１） 

平成３１年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

（整理番号） 

０１２ 
提案機関名 （一社）神奈川県園芸協会（県花き園芸組合連合会） 

要望問題名   

  ファレノプシスの草姿改善技術の開発 

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

 
ファレノプシス（胡蝶蘭）は、敬老の日や開店のお祝い等の贈答用として宅配便等を利用した流

通が多い。最近、宅配便業界の働き方改革等により宅配価格の高騰だけでなく、荷姿が大きすぎて
（幅、奥行と高さを合わせ120㎝以内）宅配便として運送業者が取り扱わない事例が近年多々ある。
そこで、宅配便サイズの箱に収まるようなコンパクトな草姿で、輪の大きさは小さくしないファレ
ノプシスを生産する為に、節間を短くする矮化剤の効果的な使用など、生産技術について検討をお願
いしたい。また、ファレノプシスに対して異なる種類の矮化剤の効果を比較検討し、最も効果の上がる剤に
ついては農薬登録について勧めて頂きたい。 
 
県内全域 15戸 
 

 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術センター  ③水産技術センター  ④自然環境保全センター 

備 考  

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

回答機関名 農業技術センター 担当部所 生産技術部果樹花き研究課 

対応区分 ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

  

対応の内容等 

ご要望の内容については、近年、急に顕在化してきた問題と認識しております。まずは、生産者

の協力を得て、状況把握及び情報収集を行い、課題が明確となれば再度実施について検討します。 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考 

 

 

 


